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十
月
二
十
六
日
（
水
）
東

宮
御
所
に
お
い
て
、
長
寿
善

行
者
が
皇
太
子
殿
下
か
ら
御

接
見
の
栄
誉
を
賜
っ
た
。
御

接
見
の
光
栄
に
浴
し
た
別
掲

の
百
十
四
名
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
か
ら
表
彰

を
受
け
た
後
も
、
優
れ
た
善

行
を
重
ね
ら
れ
て
七
十
歳
以

上
に
な
ら
れ
た
長
寿
善
行

者
で
全
国
か
ら
推
挙
さ
れ

た
方
々
で
あ
る
。
朝
か
ら
雲

ひ
と
つ
な
い
爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
中
、
午
前
十
時
四
十
五

分
、
明
治
記
念
館
「
鳳
凰
の

間
」
に
長
寿
善
行
者
が
集
合

し
た
。
藤
田
耕
三
会
長
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、

次
い
で
三
班
に
分
か
れ
て
記

念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
会

食
と
な
っ
た
。
休
憩
の
後
、

午
後
一
時
、
事
務
局
の
誘
導

に
よ
り
道
一
つ
隔
て
て
隣
接

す
る
東
宮
御
所
へ
と
出
発
し

た
。
約
十
分
で
東
宮
御
所
入

り
口
に
到
着
し
、
人
数
の
確

認
等
を
経
て
係
員
の
指
示
に

よ
り
「
日
月
の
間
」
に
通
さ

れ
た
。「
日
月
の
間
」
は
都

心
の
喧
騒
を
忘
れ
る
静
け
さ

と
常
緑
樹
の
緑
に
囲
ま
れ
た

中
庭
に
面
し
て
あ
り
、
室
内

は
東
山
魁
夷
画
伯
の
見
事
な

「
日
月
四
季
図
」
で
飾
ら
れ
、

参
内
者
一
同
を
厳
粛
な
中
に

も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。

十
四
時
、
凛
々
し
い
お
姿
の

中
に
も
慈
愛
に
満
ち
た
優
し

い
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
皇

太
子
殿
下
が
中
央
正
面
に
お

進
み
に
な
ら
れ
、
藤
田
会
長

よ
り
参
内
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
た
。
続
い
て
小
西
功
圃

氏
（
北
海
道
）
が
、
参
内
者

を
代
表
し
て
別
掲
の
活
動
報

告
と
感
謝
の
言
葉
を
謹
ん
で

申
し
上
げ
た
。
皇
太
子
殿
下

か
ら
は
「
皆
さ
ま
に
お
会
い

で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
健

康
に
留
意
し
、
更
に
活
躍
を

心
よ
り
願
い
ま
す
。」
と
の

励
ま
し
の
お
言
葉
を
賜
っ

た
。
こ
の
後
前
列
に
着
席
す

る
善
行
者
の
前
に
進
ま
れ
、

ひ
と
り
ひ
と
り
か
ら
、
今
ま

で
の
活
動
や
経
験
な
ど
ご
熱

心
に
お
聞
き
に
な
り
、
御
下

問
を
さ
れ
た
り
励
ま
し
の
お

言
葉
を
か
け
ら
れ
て
、
ご
一

巡
の
後
、
優
し
い
ご
会
釈
の

上
ご
退
場
な
さ
れ
た
。
十
四

時
三
十
分
、
予
定
通
り
厳
か

に
行
わ
れ
た
御
接
見
は
終
わ

り
、
参
内
者
一
同
、
生
涯
忘

れ
得
ぬ
栄
光
と
感
動
を
胸
に

東
宮
御
所
を
後
に
し
た
。
明

治
記
念
館
に
戻
っ
た
参
加
者

に
は
株
式
会
社
虎
屋
様
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
「
菓
子
詰
め
合

わ
せ
」
が
お
土
産
と
し
て
贈

ら
れ
た
。

御

　礼

„
長
寿
善
行
者
＂
の
皆
さ

ん
に
株
式
会
社
虎
屋
様
か
ら

今
日
の
よ
き
日
を
祝
し
て 

甘
味
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平成28年度 皇太子殿下の御接見
－東宮御所に御接見の光栄に浴した長寿善行者114名－

本
日
は
私
共
長
寿
善
行
者

が
東
宮
御
所
に
於
い
て
、
皇

太
子
殿
下
の
ご
接
見
を
賜
り

心
か
ら
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
小
学
校
六
年
生
の
時
、

突
然
の
結
核
性
関
節
炎
が
原

因
で
、
少
年
時
代
苦
難
の
闘

病
生
活
を
乗
り
越
え
中
学
校

を
卒
業
し
、
持
ち
前
の
負
け

ず
嫌
い
の
根
性
で
、
東
京
に

上
京
、
建
設
学
院
入
学
、
測

量
や
地
図
製
図
の
技
術
を
身

に
付
け
、
そ
の
後
、
故
郷
釧

路
で
、
身
体
障
害
者
を
雇
用

応
援
す
る
企
業
に
就
職
以
来

社
長
の
厚
い
信
頼
に
応
え
て
、

そ
の
片
腕
と
し
て
、
現
場
か

ら
幅
広
い
業
務
を
こ
な
し
、

同
社
の
発
展
に
寄
与
し
、
平

御
接
見
の
栄
誉
に
浴
し
て

	

北
海
道
釧
路
市

小

　西

　功

　圃

成
二
十
六
年
ま
で
四
十
七
年

間
勤
め
ま
し
た
。

そ
の
多
忙
な
仕
事
の
合
間

に
、
地
域
の
町
内
会
の
発
足

当
時
か
ら
、
町
内
の
会
長
と

し
て
活
躍
し
、
昨
年
、
設
立

四
十
周
年
の
記
念
事
業
を
終

え
ま
し
た
。

ま
た
地
域
安
全
活
動
推
進

委
員
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
防
火
防
犯
意
識
の
啓
発
、

交
通
安
全
旗
の
設
置
、
挨
拶

運
動
の
励
行
に
努
め
、
地
域

環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
特
に
毎
年
冬
に
な
る

と
、
通
学
路
の
除
雪
し
た
雪

を
ス
コ
ッ
プ
一
本
で
積
み
重

ね
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
チ
ビ

マ
ル
コ
ち
ゃ
ん
、
ピ
カ
チ
ュ

ウ
な
ど
、
そ
の
年
の
話
題
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
な
ど
、
雪
像
を

作
り
上
げ
、
子
供
た
ち
や
、

通
行
人
に
喜
ば
れ
、
今
や
冬

の
風
物
詩
と
な
り
、
既
に
十

回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災

被
災
者
を
励
ま
す
た
め
、
市

　

御
接
見
参
加
者
名
簿
　114名

（
北
海
道
）
小
林
登
美
、
小

西
功
圃
（
青
森
県
）
佐
藤
と

く
子
、
坂
本
敏
男
（
岩
手

県
）
佐
藤
鉄
太
郎
、
清
水
誠

勝
（
宮
城
県
）
船
渡
代
志
子
、

小
池
重
治
、
吉
田
日
出
子
、

本
宮
仁
一
、
鈴
木
忠
雄
（
山

形
県
）
神
保
道
子
、
桂
木
マ

チ
子
（
福
島
県
）
舘
川　

洋
、

伊
東
周
子
、
藤
井
征
子
（
栃

木
県
）
鈴
木
佳
雄
、
村
上
八

郎
、
吉
澤
直
子
、
飛
田
和
子
、

橋
本
幸
枝
（
群
馬
県
）
高
橋

幸
男
、
清
水
嶺
夫
、
樋
口
勝

廣
、
中
沢
幸
子
、
福
村
平
八

郎
、
和
田
忠
文
、
江
戸
文
子
、

髙
野
紘
一
、
見
立　

汪
、
江

口
和
子
、
大
本
計
馬
、
加
藤

宏
子
、
大
瀧
宣
隆
、
小
池
壽

夫
、
大
庭　

順
、
道
上
美
智

子
、桑
原
冨
士
夫
（
埼
玉
県
）

加
藤
千
代
子
（
千
葉
県
）
菊

池
恒
廣
、
北
川　

豊
、
江
澤

民
雄
、茅
根
兼
夫
（
東
京
都
）

石
渡　

修
、
竹
内
恵
美
子
、

野
中
昌
子
、
熊
倉
綾
子
、
増

山　

肇
、
山
内
と
み
子
、
久

保　

猛
、
上
田
知
恵
子
、
鈴

木
昭
夫
、
小
山
え
つ
子
、
加

藤
眞
一
、
野
田
兼
惟
、
北
山

恵
子
、
増
田
芳
江
、
吉
田
多

惠
子
、
藤
井
照
子
、
井
上
利

一
、腰
原
妍
江
（
神
奈
川
県
）

瀬
戸　

忠
、
信
濃
和
江
、
村

田
和
男
、
大
田　

亨
、
原
橋

敏
彦
（
新
潟
県
）
原　

豊
重

（
福
井
県
）
吉
田
髙
師
（
静

岡
県
）
岩
田
美
民
、
望
月
靖

夫
（
愛
知
県
）
成
瀬
幸
夫
、

阿
部
一
郎
、
近
藤
洋
令
、
河

合
利
信
、
水
梨
豊
三
（
滋
賀

県
）
戸
﨑
絢
子
（
京
都
府
）

平
井
文
雄
、
阪
梨
孝
志
（
大

阪
府
）
村
田
紘
一
、
中
筋
政

和
、
小
林
良
子
、
柏
井　

稔
、

永
田
昌
範
（
兵
庫
県
）
下
陸

武
、
高
井
壽
郎
、
川
久
保
俊

雄
、
鈴
木
芳
江
、
松
村
和
子
、

小
田
春
幸
、
岩
居
正
義
、
竹

内
良
明
、
宮
﨑
正
己
、
三
宅

通
義
、佐
藤
和
弘
（
奈
良
県
）

今
中
邦
佳
（
岡
山
県
）
赤
松

忠
幸
、佐
藤
晶
一
（
香
川
県
）

大
捕
文
男
、
宮
本
隆
義
（
愛

媛
県
）
石
川
祐
子
（
福
岡
県
）

本
村
博
史
、
本
村
和
子
、
桑

野
英
則
、
坂
寺
昭
、
江
口
チ

エ
子
、
加
藤
律
代
、
長
野
繁

蜜
（
長
崎
県
）
金
子
光
彦
、

長
野
幸
子
、
濱
武
睦
（
熊
本

県
）
鍬
柄
清
嘉
（
大
分
県
）

牧　

泰
正
（
沖
縄
県
）
糸
数

昌
弘
、
赤
嶺
弘
子　
　
　
　

（
敬
称
略
）

民
に
カ
ン
パ
を
呼
び
掛
け
、

釧
路
か
ら
福
島
県
相
馬
市
、

立
谷
市
長
様
に
エ
ゾ
ヤ
マ
サ

ク
ラ
の
若
木
、
八
百
本
を
寄

贈
、
現
地
に
入
り
植
樹
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
北
海
道
民
謡
連
合
師

範
、
全
日
本
書
芸
、
書
道
師

範
取
得
、
趣
味
を
生
か
し
て

小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先

生
と
し
て
、
日
本
古
来
の
文

化
、
民
謡
や
書
道
を
指
導
、

伝
承
に
も
当
た
っ
て
参
り
ま

し
た
。

生
か
さ
れ
た
命
、
私
は
常

に
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち

へ
の
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
日
本
人
が
見
失
い
が

ち
な
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
、
ひ
た
す
ら
社
会
の
た
め

に
長
年
に
わ
た
り
奉
仕
活
動

に
人
生
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
皇
太
子
殿
下
の
ご

接
見
を
賜
り
ま
し
て
、
善
行

者
一
同
、
光
栄
と
感
激
で
生

涯
忘
れ
る
事
の
な
い
、
最
良

の
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
皇
太
子
、
同
妃
両

殿
下
の
御
健
康
と
皇
室
の
御

繁
栄
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。




